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……迷途的小羔羊啊，歡迎來到懺悔室。 
…迷える子羊よ。ようこそ、懺悔室へ。

來吧，請坐在那邊的椅子上，把你心中的煩惱說出來吧。 
さぁ、そちらの椅子におかけになって、あなたの胸の内をお話しください。

在這裡吐露的一切內容，我都會守口如瓶，絕不外傳。 
ここで打ち明けた内容は、決して口外いたしません。

無論是什麼煩惱，或者什麼罪過，主都會以他慈悲的心，全部接納的。 
どのような悩みも、罪も、主はその慈悲深いお心により、全てを受け入れてくださいま
す。

來吧，向神懺悔吧……。 

さぁ、神に懺悔を……。

……嗯。……嗯。原來是這樣啊……。 

……はい。……はい。そうでしたか…。

聽你說了這些煩惱，真的非常感謝你。 
あなたのお悩み、よく聞かせてくださいました。

確實，對工作懈怠，或者忽略村莊的活動，會讓你感到罪惡感，這是無可厚非的。 
確かに、お仕事に怠惰であったり、村の行事を蔑ろにしてしまうというのは、罪の意識を
感じてしまうのも仕方ありません。

不過，每個人或多或少都有這樣的弱點。 
ですが、人は誰しもそういった、弱い心を持っているものです。

而且，過度勉強會傷害身體……只要注意健康，並與周圍的人商量，適當休息的話，神也會
原諒你的……。 

それに、無理をしすぎてもお身体に障りますし…。きちんと健康に気を付け、周りと相談
した上でお休みになるのなら、神はお許しに……。

嗯？是有其他原因嗎？ 
えっと、別の理由があるのですか？

……不，不要介意，大膽說出來吧。 

……いえ、遠慮なさらないでください。



當然，我不會強迫你，但既然你都來到這裡了，如果心中還有疙瘩沒有解開，恐怕無法真正
釋然吧……。 
もちろん無理にとは言いませんが、せっかくここまで来られたのですから、胸の内にわだ
かまりを残したままでは、すっきりできないかと…。

……欸，那麼難以啟齒的話題嗎……？ 

……そ、そんなに、話しづらい内容なんですか…？

……這個，或許不是適合在這裡說的事情……。 

……その、この場で言うことではないのかもしれませんけど…。

雖然立場不同，但我們是青梅竹馬，沒必要太在意吧？ 
立場は違えど、私たちは、幼馴染の間柄なんですから。気にする必要なんてないんです
よ？

……咦？其他修女現在不在嗎……？難道我這麼不值得依賴嗎……？ 

……え？ 他のシスターは、今はいませんけど……。私では、そんなに頼りないでしょう
か…。

……那麼，請向神懺悔吧……我想成為你的依靠……。 

……でしたら、懺悔をお願いします……。あなたの、お力になりたいんです……っ。

……嗯。……嗯。……嗯？……咦，啊，呃…… 

……はい。……はい。……ん？ ……えっ、あ、ぅ…。

……欸欸，這麼多嗎……！啊，啊啊…… 

……えぇっ、そ、そんなにたくさん…っ、うぁ、うぅ……。

原來是這樣啊…… 

な、なるほど……。

在這樣的聖潔之地，說出這些內容確實有點困難呢。 
この神聖な場所では、話しづらい内容だったかもしれませんね。

尤其是對青梅竹馬來說，更是如此……。 

特に、幼馴染相手だと、余計に……。

但是，沒想到無法專心工作的原因竟然是因為色慾……。 

で、ですがまさか、仕事に身が入らない原因が色欲のせいだったなんて…。



一天好幾次……那個，自、自慰的話，確實會讓工作無法順利進行吧……。 

一日に何度も、え、えっと…じ、自慰行為をしてしまっていては、確かにお仕事が捗りま
せんよね…。

但還是非常感謝您鼓起勇氣將這些事情告訴我。 
た、ただ、勇気を出して告白してくださってありがとうございます。

我作為被要求禁慾的修女……雖然無法認可您的行為，但我相信您的坦率之心已經傳達給神
了。 

私は、禁欲を架せられた身…あなたの行為を認めることはできませんが、その素直な心
は、神に届いているかと。

……是的，請放心。今天的懺悔已經是改過的第一步了……。 

……はい、ご安心ください。今日の懺悔は、改心への第一歩です…。

如果能保持內心的清淨與平和……那個，對性的渴望也一定能壓抑住…。 

心を清く、穏やかに保つことができれば…その、性的な欲望も、きっと抑え込めるは
ず…。

我相信，您一定可以做到的。 
きっと、あなたなら大丈夫だと信じています。

……那個，其實這樣做是不可以的……。可以請您靠近一些嗎？ 

……あ、あの。本当はこういうことしちゃ、ダメなんですけど…。少しお耳を近づけてい
ただけますか？

……嗯，謝謝您。 
……ん、ありがとうございます。

這次……像這樣的懺悔，還是不要對其他修女說比較好吧……。 

その…今回のような懺悔は、私以外のシスターにはしない方がいいのかなと…。

因為我從小就認識您，所以沒關係，但如果對其他修女說了的話，可能會被當作色慾魔直接
趕出去哦……。 

私は昔からあなたのことを知っていますから、いいですけど…他のシスターに話したら、
色欲魔として即刻摘まみ出されてしまうかもしれません…。

我、我沒問題的……。 

わ、私は、大丈夫ですっ…。



因為我知道，您不會因為性慾而衝動傷害別人的……是吧？ 
ほら、あなたが性欲に負けて襲いかかってくるような人じゃないって、知っていますか
ら…そう、ですよね？

呵呵……當然，我並沒有懷疑您哦？ 

ふふっ…もちろん、疑ってなどいませんよ？

那麼，今天的懺悔就到這裡吧……？ 

では、今日の懺悔は以上でしょうか…？

……我明白了。希望您能夠朝著好的方向發展。 

……分かりました。どうか、良い方向に向かうことを祈っております。

……那個，還有，如果有時間的話，我有一件事情想要問您……。 

……それで、その……もしお時間があれば、最後に少しだけお聞きたいことがありまし
て…。

可以再借用您的耳朵一下嗎……？ 

もう一度、お耳をお借りしても…宜しいでしょうか？

……嗯。 
……ん。

……那、那個……。 

……で、では、そのぅ……。

就像剛才說的……那、男性真的會一天好幾次情不自禁地發情嗎……？ 
さっきも言っていたように、だ、男性はそんな、い、一日に何回も発情してしまうもの、
なのでしょうか…？

那、那個，我因為沒有經驗，所以不太清楚……也很好奇，除了您以外的男性是否也會這
樣……。 
え、えっと、私は経験がないのでわからなくて、あなた以外の男性もそうなってしまうの
かと気になってしまって…。

……啊，這樣啊……是，是這樣啊。 

……あ、あぁ…そそ、そうなんですね。

如果所有男性都像您這樣，那可就麻煩了呢……。 

さすがに、男性全員があなたのようになってしまっては、大変ですものね…。



順便問一下，如果發情了，具體會變成什麼樣子呢……？ 
ち、ちなみに、発情してしまったときは具体的に、どんな風になってしまうんでしょ
う…？

……原來如此，那確實很麻煩呢。 

……な、なるほど…それは、大変そうですね。

我從來沒有過那種身體發熱，腦子裡全是羞恥想法的經歷……。 
私はそんな、身体が熱くなって、は、破廉恥なことしか考えられなくなるような経験はな
いので…。

啊，對了，剛才的話題裡，有個我沒聽過的詞語……那個，勃……勃起？ 是什麼狀態呢？ 

あ、あの、今のお話しで、ちょっと聞き慣れない単語があったんですが…ぼっ…勃起？ と
いうのは、どういった状態なんですか…？

欸，欸？！第一次聽說，男性的羞恥部位會變成那樣……然後…… 

え、えぇっ？ は、初めて聞きました。男性の恥部が、そんな風になってしまうなんて…

そ、それからは…。

……啊，那個，這不是興趣什麼的啦……只是單純的知識好奇心罷了……。 

……ぁ、えと、興味とかではなくて…っ、これはあくまで単なる知識欲求といいいます
か…。

啊……對不起，抱歉問了這麼多……。 

あっ…。す、すみませんっ、色々と…。

差不多到祈禱的時間了，今天就先失陪了……。 

そろそろお祈りの時間なので、今日はもう失礼しますねっ…。

如果還有什麼懺悔的事，隨時都可以來找我哦。 
また何か、懺悔したいことがあれば、いつでもいらしてください。

那，那麼就這樣吧…！
そ、それではっ…！

■軌跡1

■トラック１

嗯啊啊啊…哈啊哈啊…那個…有，有人在嗎？ 

んあっあっあぁっ、はぁはぁ…あ、あの…誰か、居るのですか？



呀、嗯、啊啊啊…。 

やっ、んっ、あっあぁっ…。

您就躲在那邊的書架後面吧…？啊、嗯…不用在那裡偷看，出來也可以的哦…？ 

そこの、本棚の陰に隠れているんですよね…？ あっ、んっ…そんなところで覗いていない
で、出てきてもいいんですよ…？

嗯咕…啊啊啊…♪ 

んくっ、あっあぁっ…♪

果，果然，是您啊…♪ 啊、嗯…啊。 

や、やっぱり、あなただったんですね…♪ ぁ、んっ…あぁ。

是村民說的，特地來找我的嗎…？哈啊，啊啊…居然來到了這樣的修道院地下圖書室…嗯…

哈啊…。燈下黑，真是如此呢。 

村の者に言われて、わざわざ捜しに来たんですか…？ はぁ、あぁ…こんな、修道院の地下
図書室まで…んぅ、はぁ…。灯台下暗し、ですねぇ。

嗯、嗯…啊啊…做什麼呢，正如您所見，我正在自慰呢……嗯啊、啊啊…。 

ん、んぅ、あぁ…何って、見ての通り、自慰行為をしているんですぅ……ふぁっ、
あぁっ…。

你、你看，這真的很厲害吧…？ 

ね、ねぇ、これ、本当にすごいんですよ…？

像這樣，用手指撫弄那裡的裂縫……おまんこ，發出くちゅくちゅ的聲音…。 

こうやって、おまたの割れ目…おまんこを、指でくちゅくちゅってかき回すと…。

啊啊啊啊，感、感覺好舒服… 

あっあっあぁぁっ、き、気持ちいいっ…。

身體深處變得好熱，腦袋都空白到只剩下感覺了…啊啊啊，啊、嗯嗯…！ 

身体の奥が熱くなって、頭の中が真っ白になるくらい、感じちゃうんですっ…んあっ
あぁっ、あっ、んんっ…！

哈啊哈啊…嗯啊啊，我、我第一次知道…原來自慰是這麼舒服的事情…。 

はぁはぁ…んっぁぁっ、私、初めて知りました…オナニーって、とっても気持ちいいもの
だったんですねっ…。



啊啊，居然不知道這麼美好的行為，啊啊，真是太浪費了…。 

あぁ、こんなに素晴らしい行為を知らなかっただなんて、ぁっ、あぁっ…も、もったいな
いことをしてしまいました…。

嗯、嗯啊，啊…呵呵。你怎麼這麼慌張呢？ 

…ん、んぁ、あぁ…ふふ。なにをそんなに、うろたえているんですか？

看來你對身為修女的我，做出這麼淫蕩的事情感到不可思議吧…。 
シスターである私が、こんな淫らなことをしているのが、不思議でたまらないみたいです
ね…。

我、我才不會停下來呢…？這麼舒服的行為，怎麼可能半途而廢呢…嗯啊啊，嗯嗯！ 

や、やめませんよ…？ こんな気持ちいい行為、途中でやめられるわけないじゃないです
かっ…んっ、あぁっ、んんっ！

比起這些，作為侍奉神的我，卻這麼淫亂的樣子，請好好看清楚…。 
そ、それより、神に仕える身でありながら、ひどく乱れてる私のこと、もっと見てくださ
いっ…。

嗯、嗯啊、嗯啊、嗯嗯、哈啊、啊啊…這淫亂的聲音也是…嗯嗯… 

ん、んぅ、んぁ、あんっ、はぁ、あぁ…この、淫らな音もぉ…んんっ

嗯啊、啊啊、啊啊…身為修女的我，沉溺於這樣淫蕩的自慰行為…啊啊，這樣的我，你覺得
如何呢…？ 

んぁっ、ぁっ、あぁっ…し、シスターなのに、淫らに自慰に耽って…あぁ、こんな私、ど
う思いますか…？

到這個時候，再說甚麼漂亮話也沒有用了吧…？ 

い、今さら、きれい事を言っても無駄ですよ…？

剛剛，從陰影裡偷偷地看著我的樣子，是吧…？ 

さっき、物陰からこっそり見てましたよね？ 私のこと…。

我可是完全明白哦…？你是個性慾很強，一天會自慰好多次的人吧。 

ちゃんとわかっていますよ…？ あなたは性欲が強くて、一日に何回もオナニーをしてしま
うんですから。

其實，你就是想看著我玩弄自己的樣子，對吧…？ 

本当は、おまんこを弄ってる私のこと、見たくて仕方ないんですよね…？



……呵呵，終於承認了呢…？ 

……ふ、ふふっ、やっと認めましたね…？

來吧，靠近一點看清楚… 

ほら、もっと近くで見てください…

嗯、嗯嗯…鼻息變得急促了呢…？ 

や、んんっ…鼻息、荒くなっていますね…？

為甚麼會這樣呢…？看到你興奮的樣子，我也覺得好、好開心呢…嗯、嗯嗯…。 

ど、どうしてでしょう…あなたが興奮してくれて、私も、う、嬉しいです…や、んんっ…。

但、但是…被看到這麼淫亂的模樣，身體又忍不住渴望起來了…我已經完全失格作為修女的
資格了呢…呀、啊啊…！ 

で、でも…こんな痴態を見られて、また身体がうずいてしまうなんてっ…もう完全に、シ
スター失格ですねっ…やっ、あぁっ…！

哈啊哈啊……嗯啊啊、啊啊、嗯……！ 

はぁはぁ……んっあぁっ、あぁっ、んっ……！

鼻息…碰到了…嗯啊啊、呀、啊啊…！ 

は、鼻息が、当たって…んっあぁっ、や、あぁっ…！

聞得到嗎？這是我的味道……母性的味道……。 

わかりますか？ 私の匂い……メスの匂い……。

已經，無法挪開目光了吧…？ 

も、もう、釘付けですね…？

我的淫態…讓你滿意了嗎…？嗯啊、啊啊…！ 

私の痴態、気に入ってくれましたか…？ んっ、あぁっ…。

那麼…現在…你、勃、勃起了吧…？ 

じ、じゃあ…今、ぼ、勃起していますよね…？

勃起的地方，別用手遮住，給我看吧…？ 

勃起している所、手で隠さないで、私に見せてくれませんか…？

……啊啊啊、好厲害…！ 

……あっぁぁっ、すごいっ…！



這、這樣不會疼嗎…？ 

こ、これ…痛くはないんですか…？

哈啊、哈啊……原來、是這樣啊…。 

はぁ、はぁ……そ、そうなんですね…。

確實、看起來褲子快撐破了，股間隆起得好誇張…似乎非常難受的樣子… 

確かに、ズボンが破けそうなくらい、股間が膨らんで…かなり苦しそうに見えます…

嗯啊、哈啊、哈啊…這就是男性的勃起…褲子裡，男性器官會變成怎樣…想像一下就讓我的
小穴忍不住興奮起來了…！ 

んっ、はぁ、はぁっ…これが、男性の勃起…ズボン下では、男性器がどうなっているのか…

想像するだけで、おまんこがうずいてしまいますっ…！

真正的性愛裡，這個男性器官會進入我的小穴…將我侵犯呢…♪ 
本当のセックスでは、この男性器が私のおまんこに入ってきて…犯されてしまうんです
ねっ…♪

光是這麼想著就…呀啊、啊啊啊…！ 

そう考えるだけで…ひあっ、あぁぁぁっ！

渾身顫抖…手指不受控制地動著…！ 

ゾクゾクしてっ…指、勝手に動いてっ…！

哈啊、哈啊…沒關係的喔…就這麼看著吧… 

はぁ、はぁ…い、いいですよっ…そのまま、見ていてくださいっ…

邊興奮著勃起的肉棒，邊自慰的模樣…！ 

勃起チンポに興奮しながら、オナニーするところっ…！

嗯啊、哈啊哈啊…！ 呀啊、嗯啊啊…！ 

んっ、はぁはぁっ…！ ひうっ、んっ、あぁっ！

已經、已經不行了…！ 小穴深處，被這樣擠壓揉弄著，感覺太棒了…！ 

も、もうっ、だめぇっ…！ おまんこの奥、ぐちゅぐちゅってかき回すの、気持ち良すぎま
すぅっ…！

呀啊、啊啊、嗯啊…！ 

ひあっ、あぁっ、んっ！



小、小穴都緊縮著…呀、啊啊…似乎有什麼要來了…！ 

お、おまんこきゅんきゅんしてっ…あっ、あぁっ、な、何か、来てしまいそうですっ…！

呀啊啊…！ 呀啊啊啊…！ 

あんっんっ…！ やっあぁっ、あっあぁっ…！

要、要高潮了…！ 要、要來了…！ 呀啊啊…！ 

い、イクイクッ…！ い、イキそうっ…！ やっあぁっ…！

請…看著吧…！ 明明是修女，卻自慰著…處女小穴高潮的模樣，請、請看著吧…！ 

み…見て、くださいっ…！ シスターなのに、オナニーして…エッチな処女おまんこイクと
ころ、み、見ててえぇぇっ…！

嗯啊…！ 呀啊啊啊…！ 啊啊、嗯啊啊啊啊…！ 

んっ…！ あっあぁぁっ！ あんっ、んっ、あぁぁぁぁっ…！

這、這真的太棒了…！ 用手指深入到最深處的高潮，感覺太舒服了…♪ 

こ、これ、しゅごいぃぃっ…！ 指、奥まで入れてイクの、気持ち良いぃぃ…♪

嗯啊…呀啊啊…呀啊、嗯啊啊…♪ 

んっ…あっああぁっ…ひあっ、あんっ、んっ、ああぁっ…♪

小穴、太敏感了……感覺自己快要崩壞了……♪ 

おまんこ、感じすぎて…ど、どうにかなってしまいそう…です…♪

哈啊、哈啊……呀、啊啊啊……這、這個、真的很厲害……小穴裡淫蕩的液體一直流出來……
你、看得到吧？ 

はぁ、はぁ…やっ、あぁぁっ…こ、これ、すごいっ…おまんこから、淫らなおつゆがあふ
れてきてるの…み、見えますよね？

這一切……都是因為被你看著高潮了……所以才會變成這樣的吧……？ 

これ…あなたに見られながらイッたから…こんな風になってしまったんですよ…？

比起自己高潮的時候，感覺要好上無數倍……所以這是因為你……才會變成這樣的哦……ふ
ふっ♪ 

一人で絶頂した時よりも、ずっと気持ち良かったから…だからこれは、あなたのせい、な
んです…ふふっ♪

嗯……怎麼了？ 突然變得這麼嚴肅……。 

ん……どうしましたか？ 急に改まって……。



啊啊……看著我做出那樣的事情，讓你感到很不可思議嗎……？ 

あぁ…私が、あんなことをしていたのが、不思議でたまらないみたいですね…？

確實，我是侍奉神的人……應該自律，守護純潔。但是…… 

確かに、私は神に仕える身…自らを律し、純潔を守らなければなりません。ですが…

你知道嗎？ 修女也是會有性慾累積的哦……？ 

…知ってますか？ シスターだって、性欲は溜まるものなんですよ…？

因為我也是女人啊……忍耐也是有極限的……哈啊，哈啊 

私も、女ですから…。我慢にも限界はあるんです…はぁ、はぁ

是的，我也和你一樣……無法壓抑內心本能的慾望。只不過到現在為止，我都不知道該如何
去釋放它…… 

えぇ、私もあなたと同じ…本能的な欲求は、どうしても消せません。ただ今までは、それ
をどう発散すれば良いかわからなかっただけで…

……這一切，是這本《淫咒之書》告訴我的。 

…それを教えてくれたのが、この淫呪の書です。

這是一本將歷代修女無處宣洩的性慾凝聚而成的詛咒之書…… 

これは、歴代のシスターたちの行き場のない性欲が込められた、呪いの書…。

觸碰到這本書的人會被詛咒，內心深處隱藏的欲望會被完全激發出來…… 
この書に触れたものは呪われてしまい、心の奥底に眠っている欲望をむき出しにしてくれ
るのです……。

你看……瞳孔的顏色已經變成紅色了，這就是證據…… 

その証拠に…ほら、普段と目の色が赤く変わっていますよね…？

但這並不是說，我被《淫咒之書》控制了。 

いえ……呪われているといっても、淫呪の書に操られているわけではありません。

這本書只是將我內心一直無視的欲望擴大，喚醒出來而已…… 

これはただ、見て見ぬ振りをしていた欲望を膨らませ、呼び起こしてくれただけ…。

因此……這份姿態，某種意義上可以說是真正的我。 

ですから……むしろ、この姿はある意味、私の本性とも言えるものなのです……。

……你對我感到失望了嗎？ 

…失望しましたか？



一個修女，竟然在內心深處藏著如此汙濁的慾望…… 

シスターなのに、心の奥ではドロドロとした欲望を隠し持っていたなんて……。

嗯，啊啊……ふふっ，你真的很溫柔呢……。即使看到這樣的我，這樣失態的樣子，依然願
意肯定我…… 

ん、あぁ…ふふっ、優しいんですね…。こんな、普段からは考えられないようなこんな痴
態を見せつけられても、まだ私のことを肯定してくれるだなんて…。

果然，選擇了你真是太好了……
やっぱり、あなたを選んでよかった……

解除這個詛咒的方法，我也不知道……甚至《淫咒之書》裡也沒有寫到…… 

呪いを解く方法は、私もわかりません…淫呪の書にも、それは書いていませんでした…。

但是，《淫咒之書》是一本能釋放內心潛藏慾望的書…… 

ですが、淫呪の書は眠っていた欲望を解放させる書物…。

也就是說，只要按照這股慾望去行動，最終可能就能解開詛咒了…… 
つまり、溢れる欲望に従って行動すれば、最終的には呪いを解くことができるのではない
かと思うのです。

沒錯……那些一直被禁止的事情，比如說……淫蕩的行為……或許能解除這個詛咒…… 

そう…今まで禁止されていた、エッチ（淫ら）なことをすれば…解除できるかもしれませ
ん……。

所以，可以吧？ 
だから、いいですよね？

除了這個方法，我真的想不到其他解決方式了…… 

他に方法が浮かばない以上、こうするしかないかと…。

……而且，要解除詛咒，也需要你的協助…… 

……そして、呪いを解くためにはあなたの協力が必要です…

拜託了，請幫助我……！ 

お願いします、手伝っていただけませんか…？

啊……很遺憾的是，在詛咒解除之前，我們無法離開這裡……因為這個房間被施加了某種魔
法…… 

あ…残念ながら、呪いを解除するまで、ここから出られませんよ…。そういう魔法が、こ
の部屋にかかっていて……。



……沒錯，這也是《淫咒之書》的魔法之一。 

……はい、それも淫呪の書の魔法によるものです。

所以，只是呆在這裡等待也無濟於事，不會有人來幫忙，也不會有解決的辦法。 
ですから、ここでただじっとしていても、助けが来ることもありませんし、何の解決にも
ならないのです。

……ふふっ，對吧，就是這樣。 

……ふふっ。ええ、そうです。

從一開始，你就沒有其他選擇…… 

最初から、選択肢なんてなかったんですよ…？

……但是，其實你也很期待吧？ 

……でも、実際のところ、あなたも期待していますよね…？

小弟弟這麼硬邦邦的勃起著……嘴上說些正氣凜然的話，其實內心早就渴望著……對吧？ 

おちんちん、こんなに勃起させて…口では格好いいことを言っておきながら、本当はエッ
チしたくてたまらない……そうでしょう？

……ふふ，沒關係，不需要做什麼特別的事情…… 

……ふふ。別に、何か特別なことをする必要はありません…。

你只需要，將身體交給我就好…… 
あなたはただ、私身を委ねてくれていれば、それでいいんです。

ふふっ，動不了嗎？ 

ふふっ…動けませんか？

這個魔法，很厲害吧？這也是《淫咒之書》賜予我的力量…… 

この魔法、すごいですよね？ これも、淫呪の書によって得られた力…。

啊啊，如果你能順從一點，就不會變成這樣了…… 

あぁ、素直に従ってもらえれば、こんなことをしなくて済んだのに……。

你雖然性慾旺盛，但卻總是在奇怪的地方逞強……所以才會被逼到這種地步呢。 

あなたは性欲だけは人一倍強い癖に、変なところで正義漢ぶろうとするから……こうする
しかありませんでした。

……但是，內心深處，你其實也覺得這樣很好吧？ 

…でも、内心、こうなってよかったと思ってるんじゃないですか？



如果被拘束的話，就可以藉口說是我襲擊了你……對吧？ 

拘束されれば、私に襲われたって言い訳できますものね…？

我們認識這麼久了……我很清楚，你沒有勇氣侵犯我…… 

もう、長い付き合いです…あなたが私を犯す勇気がないのは、ちゃんと知っていますよ…

不用擔心，一切交給我就好了…… 

心配しなくても、大丈夫です…

接下來就讓我來，讓你的那些淫蕩的地方，感受到無比的快感吧……♪ 

これから私の手で、あなたのやらしいところ、いっぱい気持ち良くしてあげますから…♪

讓我們彼此徹底釋放壓抑的慾望吧……♪ 

お互い、溜め込んだ欲望を、思いっきり解放させていきましょうねぇ…♪

■軌跡2 　淫咒之書，催淫之章 

■トラック２ 淫呪の書、催淫の章

那麼……首先，讓你喜歡上我吧。 

それでは…まず、私を好きになってもらいましょうか。

……咦？你露出了不可思議的表情呢。 

……あら…不思議そうな顔をしていますね。

和不喜歡的人進行淫亂的行為……難道不是對神的背叛嗎？ 

好きでもない相手と、淫らな行為をするなんて…それこそ神に背く行為だとは思いません
か…？

所以，必須要讓你喜歡上我。 
ですから、あなたには私のことを好きになってもらいます。

呵呵……方法很簡單哦？ 

ふふっ…方法なんて、簡単ですよ？

首先，就這樣……直視彼此的眼睛。 

まずはこうして…真っ直ぐ、お互いに見つめ合うのです…。

沒錯，不可以移開目光哦……？ 

そう、目をそらしてはいけませんよ…？



呵呵……你的臉紅了呢。 

ふふっ…顔、赤くなってきましたね。

……害羞了嗎？……其實我也一樣。 

…恥ずかしい、ですか？ …私もです。

嗯、啊……就這樣直視著對方的眼睛…… 

んっ、あぁ…こうして見つめ合っていると…

啊，胸口開始怦怦直跳，好厲害…… 

あぁ、すごく胸がドキドキします…

與男性這麼近距離地對視，這可是我出生以來第一次呢…… 

男性とこんなに至近距離で見つめ合うなんて、生まれて初めてだから、でしょうか…。

心臟咚咚咚地跳著，聲音大到吵人…… 

心臓がどくんっどくんって高鳴って、うるさいくらい…。

覺得可能連你都聽到了，嗯、哈、哈……你看，連呼吸都變得急促了，你能感覺到吧……？ 

あなたにも聞こえてしまうんじゃないかと思うと、んっ、はぁ、はぁ…ほら、呼吸が荒く
なってきているの、わかりますよね…？

嗯……當然啦，僅僅只是對視是不會結束的哦？ 

ん…ええ、もちろん、ただ見つめ合っているだけでは終わりませんよ？

接、接下來是……要、要接吻了…… 

こ、ここからは……き、キスをするのです…。

……戀人之間，接吻不是理所當然的事情嗎……？ 

……恋人同士になるなら、キスくらい当然ではありませんか…。

當、當然我也是第一次，背離教義的恐懼也是有的……但是，比起那些…… 

も、もちろん私も初めてですし、教えに背いてしまう怖さもありますが…でもそれ以上
に、

我更想和你接吻……。 

あなたとキスをしたいのです…。

明知不應該，這份心情卻無法抑制……。 

いけないとわかっていても、この気持ちは抑えられませんっ…。



嗯っ……啾，啾，啾……嗯，啾，嗯嗯……。 

んっ…ちゅ、ちゅ、ちゅうっ…ん、ちゅう、んんっ…。

嗯，呵呵……第一次的吻，就這樣給了你……♪ 

ん、ふふっ…初めてのキス、あなたとしてしまいました…♪

這樣，我的純潔就是你的了呢……♪ 

これで、私の純潔はあなたのもの…ですね…♪

嗯，啾，啾，啾……嗯啾，啾，啾ぷ……嗯，啊…… 
ん、ちゅ、ちゅ、ちゅう…んちゅ、ちゅ、ちゅぷ…ん、あぁ…。

嗯啊，啊……這就是，接吻……。 

んぁ、あぁ…これが、キス…。

僅僅只是嘴唇相觸，卻感覺全身都在發熱……還想要更多…… 

唇同士が触れ合っただけなのに、身体中が熱くなって…もっとしたくなってしまいま
す…。

嗯っ，哈，哈……那麼，再來一次吧……我們再接吻……？ 

んっ、はぁ、はぁ…さぁ、もう一度…キスをしましょう…？

嗯……呵呵，即使現在停下來，也已經無濟於事了，不是嗎？ 

んっ…ふふっ、今さらやめたところで、どうしようもありませんよ？

這次，我們來試試更激烈的接吻吧……？ 

今度はもっと、激しいキスをしてみませんか…？

比現在更令人感到禁忌的接吻……♪ 

今よりも、より背徳的なキスを…♪

來吧，張開嘴巴……伸出你的舌頭吧……♪ 

さぁ、口を開いて…舌を出してくらはい…♪

嗯啊……嗯，啾……嗯嗯……舌頭纏繞著……啾，啾……♪ 

んぁ…ん、ちゅう、んん、れるっ、れるぅっ…ん、んじゅっんじゅっ、れるっ、れろっ、
れろぉ…♪

哈，哈……啊，嗯嗯……♪ 

はぁ、はぁ…ぁ、んん…♪



這，這真是不得了呢……根本停不下來了……啾……啾……嗯啊……啊，哈，哈……。 

こ、これは、いけませんね…止まらなくなってしまいそうです…れるぅ…んちゅ、ちゅ
ぶ、れろぉ…んぁ、あぁ、はぁ、はぁ…。

舌頭在嘴裡交纏，感覺非常舒服……啊，嗯嗯……越來越想要了……♪ 

口の中で舌を絡ませるの、すごく気持ち良くて…ぁ、んんっ…もっと、したくなってしま
いますっ…♪

啾啪，哈，哈……嗯，啊……。 

ちゅぱぁ、はぁ、はぁ……ん、あぁ…。

深吻，真的好舒服呢……？ 

べろちゅー、気持ちいいですね…？

你感覺得這麼棒……我也好開心呢♪ 

いっぱい感じてくださって…私も嬉しいです♪

……嗯，啊……當然，我也是第一次哦……？ 

……ん、あぁ…もちろん、初めてですよ…？

啾……啾……這麼淫蕩的接吻……都要感謝淫咒之書呢……♪ 
れるぅ、んっ、んちゅうぅ…なのに、こんな淫らなキスができるのは…れるれるぅ、淫呪
の書のおかげです…♪

啾，啾……啾……嗯，啾……淫咒之書的力量告訴我，該如何讓男人感受到快感……♪ 

ちゅ、れるっ、れろぉ…書の力によって、どうすれば男性を感じさせられるのかが、なん
となくわかってしまうのです…♪

啾啾……啾啪……啾……♪ 

れるれるぅ、れるちゅうぅ、ちゅぱぁ…♪

除了接吻，還有其他的方法哦……♪ 

キス以外にも、例えばこんな方法も…♪

嗯，哈，哈……。 

ん、はぁ、はぁ…。

比如這樣，在耳邊低語……是不是讓人感到一陣酥麻呢……？ 

こんな風に、耳元でささやかれると…ゾクゾクしてしまいますよね…？



接下來呀……♪ 

ここからはぁ…♪

讓我們更貼近彼此的身體……把我的聲音，在更近的地方傳遞給你吧……♪ 

もっと身体を密着させて、私の声を、もっと近くで聞かせて差し上げます…♪

哈，哈……嗯……哈，哈，嗯嗯…… 

はぁ、はぁ…ぁ、ん…はぁ、はぁ、んん…。

你的耳朵……變得敏感起來了呢……？ 

耳、敏感になってるんですね…？

這麼明顯的反應……真是讓人興奮呢……♪ 

こんな、わかりやすく反応するなんて…♪

啊，嗯……哈，哈…… 

あぁ、ん…はぁ、はぁ…。

只是輕輕低語幾句……你就已經感覺到了嗎……？ 

少し囁いただけなのに…感じてしまっているのですか…？

果然……每天多次自慰的變態先生就是不一樣呢……♪ 

さすがは、毎日何度もオナニーをしてしまうような変態さんです…♪

你平時是不是也一直在想像我淫蕩的模樣……然後忍不住做了呢……？ 

いつも私の淫らな姿を想像して……しているんですか？

哈，哈……啊，嗯嗯……如果是這樣的話，接下來這個方式怎麼樣呢……？ 

はぁ、はぁ…ぁ、んん…でしたら次は…こういうのはいかがでしょう？

嗯啊……啊啊，舔舔舔……嗯啊，啊……啾，舔舔舔……。 

んぁ…あぁ、れる、れるぅ…んぁ、あぁ…ちゅ、れろぉ…。

……耳朵被舔得這樣……是不是很舒服呢……？ 

……耳、舐められて…感じていますね？

啾啾……舔舔……嗯啊，嗯嗯……。 

んちゅ、ちゅ、れるぅ…あぁ、んん…。



被舔耳朵的感覺……啾……嗯嗯，啾啪……很喜歡嗎……？ 

耳、舐められるの…ちゅ、んん、ちゅぶ、好きなんですか…？

……這種問題……根本不需要問呢♪ 

……なんて、そんなこと、聞くまでもなさそうですね♪

舔舔舔……看你這麼舒服的樣子……我也好開心呢……♪ 

れる、れろぉ…気持ちよさそうにしてくれて、私も嬉しいです…♪

嗯啊啊，舔舔……嗯，啾啾……啾……舔舔……嗯嗯……。 

んぁぁ、れるっ、ん、ちゅう…ちゅ、ちゅうっ、れる、んん…。

但這還只是剛開始……。 

でも、これはまだ序の口…。

耳朵的表面只是前奏，如果舔到更裡面的地方……一定會更舒服的哦……♪ 

こんな耳の表面だけじゃなくて、奥まで舐めたら…もっと気持ち良くなれますよ…♪

啾。 
あむ。

啾。 
んちゅ。

……可以哦……如果喜歡的話，我會不斷地舔你的耳朵……嗯啊，啊啊……。 

……いいですよ…お気に召したなら、いくらでも、耳を舐めて差し上げます…んぁ、
あぁ…。

啾。 
あむ。

嗯哈。 
んはぁ。

哈，哈……啊啊，嗯……。 

はぁ、はぁ…あぁ、んっ…。

你的表情已經蕩然無存了呢……♪ 

すっかり、顔が蕩けてしまっていますね…♪



……啊啦？ 現在應該已經感受到催情效果了吧……？ 

……あら？ そろそろ、催淫効果が出ていてもおかしくないのですが…。

嘛，不過沒關係……如果還沒生效，那就繼續下去，直到有效為止……♪ 

まぁ、いいでしょう…効いていないのなら、効果が出るまで続けるだけのこと…♪

嗯啊……很舒服嗎……？ 

ん、あぁ…気持ちいいですか…？

嗯，啊，啊……舔舔……啾，嗯嗯……。 

んっ、ぁ、あぁ…れるっ、ちゅ、んん…。

……呵呵，因為我一直舔另一邊的耳朵，所以是不是早就期待這邊被舔了呢……？ 

……ふふっ、反対側の耳ばかり舐めてたから、早くこっちも舐めて欲しかったんですよ
ね…？

不用說出口，我都懂哦……？ 

言わなくても、ちゃんと分かりますよ…？

啃。 
はむ。

啾。 
んちゅ。

嗯啊啊……這麼舒服嗎……？ 

ん、あぁぁっ…そんなに、気持ちいいんですか…？

嗯嗯，舔舔……舔舔，舔舔……。 

んん、れるっ、れるっ、れろぉ…。

僅僅是耳朵，就讓你發出聲音來感覺快樂……我也忍不住感到一陣顫慄呢……♪ 

耳だけで、声を出して感じてくれるなんて…私も、ゾクゾクしてしまいますっ…♪

啃。 
あむ。

啾。 
んちゅ。



哈，哈……嗯啊，啊啊……。 

はぁ、はぁ…んぁ、あぁ…。

舒服嗎……很舒服……對吧？ 

気持ちいい…気持ちいい…ですよね？

舔舔，嗯，舔舔……舔舔，啾……耳朵的洞穴，被濕濡又淫蕩的舌頭侵犯著……是不是讓你
忍不住感到快樂呢……？ 

れる、ん、れるっ、れろぉ…ちゅうっ…耳穴、ヌルヌルのやらしいベロで犯されて…感じ
てしまっているのですよね…？


